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□ごあいさつ

　環境保全への行動指針

１ ．環境関連法規制を遵守します。

２ ．事業所や車両の二酸化炭素削減に努めます。

３ ．自社の廃棄物の削減や受託廃棄物の再資源化に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

．

代表取締役社長

制定日： 2022年9月27日

川嶋　忠伸

　　　当社は、生業である廃棄物の収集運搬を通じて、地球の環境保全に向けた取り組みを取り入れていきたいと思っ
ております。　思考が行動に、行動が習慣になる様に、継続的に環境について考えていくよう努めます。　法を順守
し、環境と安全を守っていくことを社員一人一人が意識し、社会活動に少しでも貢献できるよう心掛けてまいります。

資源を分別をし、リサイクルすることを当社の実施はさることながら、　地域住民の方々とコ
ミュニケーションを図り、共に地球環境保全に貢献できるよう努めます。

環 境 経 営 方 針
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（１） 名称及び代表者名
有限会社　川嶋興業
代表取締役社長　川嶋　忠伸

（２） 所在地
本　　　社 大阪府大阪市此花区西九条２丁目１１番１９号
桜島事業所 大阪府大阪市此花区桜島３丁目５番２６号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 川嶋社長　 　　 TEL：０６－６４６１－６８６９

担当者 川嶋専務 TEL：０６－６４６１－６８６９

（４） 事業内容
一般廃棄物の収集運搬、産業廃棄物の収集運搬

（５） 事業の規模
法人設立 平成　３年　１月　２１日
資本金 万円
売上高 2,919万円(2021年度）

名
㎡

ｔ

t

t

３．５ｔパッカー車 台

３ｔパッカー車 1 台

３．５ｔパッカー車 台

１．５ｔダンプカー 台

軽車両 台

合計 台

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 有限会社　川嶋興業
対象事業所： 本社

駐車場

活動： 一般廃棄物の収集運搬、産業廃棄物の収集運搬

1

5

車種 台数 備　　考

1

1

1

一般産業廃棄物収集運搬量

合計
70
163

受託した産業廃棄物の処理量
産業廃棄物収集運搬量 93

延べ床面積　　　 50 127.07　㎡

300

本社 車庫
従業員　　　　　 3 0名

組 織 の 概 要
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更新日：

代表者

環境管理 責任者

環境事務局

環境委員会

専務

社長

専務

社長

環境経営組織及び役割・責任・権限
2023年4月1日

事務部 営業部 収集運搬部門

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営レポートの作成、公開

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実

施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

問題点の是正・予防

全従業員

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

統括責任

必要な経営資源を準備

経営における課題とチャンスの明確

化
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□許可の内容

　　一般廃棄物収集運搬業許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○

単位
kg-CO2

トン
トン

kg
㎥

※関西電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh

✕
〇

〇

〇

〇

〇

✕

36.7
92%

87.2

98%

86.3

97%

都市ガス使用量削減 ㎥

基準年度比

89.0

40.0

2021年

39.6
99%

※2020年度のデータは期初から期の途中まで

水使用量 51 12

174 93

25,783 6,632 5,851 25,417

35.0一般廃棄物の削減
kg 144 143

自動車燃料による二酸化
炭素削減

kg-CO2 24,609 24,117

99% 97%

　一般廃棄物排出量 144 35

廃棄物排出量

97%

25,157

141

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2

98% 97%

2024年

（目標）

36.0 35.6

水使用量の削減 ㎥ 51 50 49.5
12.0 11.9 12.0

2021年 99% 100% 98%

2021年 87%99% 98% 97%
6,429 6,365 5,597

35 140

基準年度比 2021年

217228

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

25,935 5,851

項　目 2021年 2022年

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

97%
230

大阪市 第０３００３９号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

二酸化炭素総排出量

49.0

基準年度比

0.351 0.351

（基準年) （目標） （実績） （目標）

評
価

上段：
下段：

通期
12月末まで

基準値 2022年 2023年

電力による二酸化炭素削
減

kg-CO2 1,134 1,123 1,112 1,100

基準年度比 2021年 99% 95% 98%

備　　　考

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

廃棄物の種類

大阪府 第02700047440号 令和4年4月28日 令和9年4月27日

24,363

基準年度比

環境に配慮した収集運搬
行動目標（次項による）

23,871

70

受託産業廃棄物収集運搬量

受託一般廃棄物収集運搬量 282

関西電力 関西電力

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績
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数値目標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年

9月
507 538 465 625

0 00 0

ー

・エコドライブの徹底

191 197

665

11月10月 12月

232

476 564

数値目標 〇

300

〇

6月 ８月
738

7月3月 4月 5月
638 516

0 0 0

８月 9月
233

0
304 312

0
279 264 195

00 0 0 0

3月 4月 5月 6月 7月

・効率的なルートで配送

0

1月

0

9月

272193 274 432 316

295 218

〇
・エリア別営業活動の見直し △

188

11月 12月

445
617 0 0

510 627

８月7月

達成状況

0 0

社用車使用を減らし、公共交通機関の使用。　　ふんわりブレーキを
心掛けｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞを目指す。

278
0 0 0

272 310 314276 204

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0

2月

161 207 202 0 0

493

253 172 254

10月 11月 12月 1月 2月

6月5月4月3月2月1月

○

数値目標 〇 体調に気を付けできる限り、冷暖房の使用を制限しました。
・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○

10月

ー

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

・不要照明の消灯 〇
・ノー残業デーの実施

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

0

100

200

300

400

500

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 ８月 9月

電力（kWh） 2021年 2022年

0

100

200

300

400

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 ８月 9月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

200

400

600

800

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 ８月 9月

軽油（L) 2021年 2022年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

都市ガスによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

水使用量の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

環境に配慮した収集運搬

0

８月

0 0

0 0 0 0 0 00

〇

達成状況

4
10月 11月

7
2月
43 5 4

12月 1月

7月

5 4
7月
4 4 4

衛生管理は守りつつ、意識し節水を心掛ける。

3月 4月 5月 6月 9月８月
3

5 5 3 0 0

取組結果とその評価、次年度の取組内容

7月
11.5 12.0

８月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

5月

0.0 0.0 0.0

6月

0.0 0.0 0.0
4.5

0.0
6.0 2.5

9月
12 12
0 0

3月

3月 4月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

資源分別の徹底と、デジタル化に移行し紙の使用を削減する。

・給湯使用を最小限に行う ○
・温水温度の適正化 〇

10月

・作業開始前の車両点検 ○ 車両点検も心掛けているので、途中故障も事故も苦情もなかった。
今後も継続して、安全・環境ともに守っていく。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・積み残しの削減 〇
・車両の清掃 〇

・エコドライブの推進（燃料使用量は別項目
で実施）

〇

数値目標

1.5

4月 5月 6月

9.5

湯沸かしなど最小限に使用をに気を付けて行いました。

9月

12 12 12 12 12
0 0

・トイレに擬音装置取り付け ×

3.5

達成状況

12 11 12 0

数値目標

10月 11月

達成状況

✕

・自動水栓取り付け ×

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○
・節水弁取り付け ×

12月

0.0
12.5

12月 1月 2月

0.03.5 5.5 8.0
7.5 7.5

0

・梱包材の再利用 〇

〇
・分別の徹底 ○
・シュレッダー廃紙のリサイクル化 〇

10.5
1月 2月

12 12

数値目標

・帳票見直しによる印刷物の削減 〇

12 12 12

11月

0

2

4

6

8

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 ８月 9月

水道水（㎥） 2021年 2022年

0

5

10

15

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年

0.0

5.0

10.0

15.0

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34

都市ガス使用量削減（㎥） 2021年 2022年
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□外部からの環境上の苦情・要請等
外部からの苦情、要請等はありませんでした。

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

地震による火災が発生した想定で、対応の手順を説明する。

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等もありませんでした。

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

収集運搬業、中間処理業、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）廃棄物処理法

適用される法規制

　・手順書に基づいて実施し、理解することができた。

3名

2022年9月27日 本社

・災害時訓練

道路交通法 車両の大きさ・重量、通行制限、アルコールチェック（目視）
道路運送車両法 車両の大きさ・重量、乗車の保安基準

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

収集運搬車、適合車使用

初めてエコアクション２１の活動を開始しました。自動車燃料は、リモートでの講習になったり、集会などが減ったり、見積等の仕事
も減り、ガソリン代が減少した。一方、水使用量は、衛生面も考えると、なかなかこれ以上の節水も難しく未達成月が多く、今後の
課題となる。
SDGｓへの取組が社会的課題となっていることを踏まえ、エコアクション21を通じて、環境保全を取り組んでいく。

緊急事態対応の試行・訓練

代表者による全体の評価と見直し・指示

自動車NOx・PM法
大阪府条例（流入車規制）
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